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まだ多体問掛 こもなっていない話であるが ,最近 ,福LLI秀敏,海老沢基道

両君 と始めた仕事を紹介す る｡仕事の目的は相関のある体系での Hall効果

をーSy苧tematicに議論する方法を見出す ことである｡簡単な場合 として振 _

劫数a)で空間的に-様な弱い電場 と,staticで空間的に波数 kで波打って

いる弱い磁場が あるとす る｡磁場を始めか ら一様にして串かない事が大切で

ある｡ qonducti豆i七y tensorに対す る 1inear respons･eの式を

vecもOTPOtentialで展開して一次の項をとると
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とな るO ここで Ⅴ は休稿,
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JA etG は imaginary timeでの

は cbargedens土もy･poは磁

場のないときの d-ensityma七r汝である｡ ia,0--もW+iO+ 紘,まず

wo=2-n7r/β として求めたものを実軸-上半面か ら解析接続することを示

すo Tは ihagin左ry timeでの time･､ordered productを指定する0

-番哲学な場合 として impurHyが random にある場合を求めてみるo

ve′rtexの補正を考 えなければ
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という三つの diagramに対応する項を計算すればよく,波数Kの′卜さい

1imit で

25n
qj"

m2C(a-i )27
( ikpAy- ikyAit)

という gauge不変な結果を得るonは electronの num berdensity,

丁は電子不純物衝突 mean fre.epathに関係した時間であるovertexの

補正の入れ方は Gfeen関数に対する近似 と consisやentでな くてほなら沿｡

Gauge∴不変性をみたすことを条件にして consisもencyを調べると,self
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energy par･七が ,左図のようなものをとる近似では,

vertexに対する補正は

と 1adder型でよいことが判った｡但し i王npur土もy potentialが∂型の

ときにはこの補正時利かないO

上記の方法は福山君によって random latticeの場合に応用されたQ

mOdelは YoneZlaWa-Matsubar冬のもの.と同じである｡結果は chemical

I,oten串alが十分大きくFer平 面が ma.in bandの中にあって Fermi

liquid tbeoryが成立つときは通常の結果に reduceするが,impurity

bandの中に Fermi面があっ′て, iロpurity band と maチn bandが十分

離れているときは Hall係数は定符号をもつoFermi二面の位置によって符号

変化はおこらない｡ この緒論が先の桧原先生の結論 と同じなのは興味深い｡

Bloch banqの場合と異るのは,今の場合sel.I energy part が momen一

七u皿 dependentでな く energy dep牢ndentである点で,Lこの性質が結

論に大きく利いているようである｡
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